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１
．
は
じ
め
に

　

連
合
は
、
来
年
（
２
０
０
９
年
）
結
成
20
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
20
年
間
、
労
働
運
動
を
巡
る
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
雇
用
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
パ
ー
ト
、
派
遣
、
有
期
雇

用
（
契
約
）
な
ど
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
増
大
し
、
雇
用
労
働
者
５
５
０
０
万
人
の
内
１
７
０
０
万
人
と
三

分
の
一
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
は
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、
経
営
側
の

コ
ス
ト
削
減
策
の
も
と
、
労
働
者
派
遣
法
を
は
じ
め
労
働
関
係
諸
法
の
「
規
制
改
革
」
と
相
俟
っ
て
急
激
に
増

加
し
た
。
こ
の
構
造
変
化
は
、
雇
用
形
態
の
違
い
に
よ
る
賃
金
・
労
働
条
件
に
お
け
る
格
差
、
さ
ら
に
は
雇
用
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を
前
提
と
し
た
将
来
設
計
に
対
す
る
「
希
望
格
差
」
を
も
生
み
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
の
変
化
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
労
働
組
合
の
組
織
率
が
毎
年
低
下
し
、
18
・
１
％
（
２
０
０
７
年

６
月
現
在
）
と
５
人
に
１
人
も
労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
と
い
う
実
態
で
あ
る
。
労
働
組
合
の
組
織
率
の

低
下
の
原
因
は
様
々
で
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
原
因
は
上
記
の
雇
用
構
造
の
変
化
に
労
働
組
合
が
対
応
で
き
て

い
な
か
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
過
去
10
年
間
で
フ
ル
タ
イ
ム
正
規
労
働
者
は
１
０
０
万
人
減
少
し
た
が
、
そ

の
減
少
を
上
回
る
非
正
規
労
働
者
が
増
大
し
、
そ
の
労
働
組
合
へ
の
組
織
化
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
組
織
率
の
低
下
は
、
労
働
組
合
の
社
会
的
影
響
力
の
低
下
を
意
味
し
、
働
く
者
を
代
表
す
る
労
働
組
合
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
る
。

　
　
　

２
．
な
ぜ
地
域
労
働
運
動
の
強
化
な
の
か

　

こ
の
よ
う
な
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
大
き
な
環
境
変
化
の
中
で
、
連
合
は
、
２
０
０
１
年
以
降
、
組
織
強

化
・
拡
大
そ
し
て
社
会
的
影
響
力
あ
る
連
合
運
動
の
推
進
に
向
け
て
の
議
論
を
開
始
し
た
。
特
に
、
今
日
の

連
合
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
中
坊
公
平
氏
な
ど
外
部
有
識
者
に
よ
る
「
連
合
評
価
委
員
会
」

（
２
０
０
２
・
３
～
０
３
・
９
）
の
提
言
で
あ
る
。「
評
価
委
員
会
」
は
、「
労
働
組
合
は
女
性
や
若
者
の
た
め
に
役

割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
労
働
組
合
運
動
が
国
民
の
共
感
を
呼
ぶ
運
動
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
労
働
運
動
が

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
指
摘
し
、「
労
働
運
動
再
生
の
た
め
に
は
、
企
業
別
組
合
主
義
の
限
界
を
超
え
、
働
く
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者
す
べ
て
に
貢
献
す
る
社
会
的
労
働
運
動
の
確
立
が
不
可
欠
」
で
あ
る
と
提
言
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
提
言
を

受
け
、
連
合
は
労
働
運
動
の
社
会
性
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
方
連
合
会
・
地
域
協
議
会
を
主

体
に
、
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え
う
る
活
動
と
体
制
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
方
向
を
確
認
し
た
。（「
第

２
次
組
織
財
政
検
討
委
員
会
・
答
申
」
２
０
０
４
・
10
）

　

さ
ら
に
、
連
合
運
動
に
お
け
る
構
成
組
織
（
産
別
）
と
地
方
連
合
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『「
職
域
地
域
」

は
構
成
組
織
（
産
別
）
の
責
任
、「
生
活
地
域
」
は
地
方
連
合
会
、
地
域
協
議
会
の
責
任
で
労
働
運
動
の
社
会
性

を
発
揮
す
る
』
と
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
。

　
　
　

３
．
地
域
協
議
会
（
地
協
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　

連
合
は
、以
上
の
議
論
経
過
、問
題
意
識
に
基
づ
き
、そ
の
具
体
化
を
、２
０
０
５
年
第
９
回
定
期
大
会
で
「
地

方
連
合
会
・
地
域
協
議
会
改
革
の
具
体
的
実
施
計
画
」
と
し
て
確
認
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

連
合
は
、
全
国
47
都
道
府
県
に
地
方
連
合
会
を
設
置
し
、
そ
の
下
部
組
織
と
し
て
地
域
協
議
会
（
以
下
「
地

協
」）
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
協
を
「
地
域
に
働
き
、
生
活
す
る
者
が
連
帯
し
協
力
し
合
う
基
盤
づ
く
り
」、

地
域
に
根
付
い
た
顔
の
見
え
る
連
合
運
動
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
組
織
体
制
の
強
化
を
進
め
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
体
制
強
化
は
、
①
３
０
０
程
度
の
地
協
に
再
編
・
統
合
（
２
０
０
５
年
当
時
４
７
１
地
協
）、
②

専
従
役
職
員
の
配
置
、
③
誰
で
も
市
民
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
事
務
所
の
確
保
、
で
あ
る
。



4

　

こ
う
し
た
要
件
を
備
え
、
地
協
が
果
た
す
具
体
的
な
機
能
を
①
労
働
相
談
、
生
活
相
談
②
パ
ー
ト
労
働
者
等

の
組
織
化
・
拡
大
活
動
③
中
小
・
地
場
労
働
者
の
支
援
④
政
策
提
言
活
動
⑤
共
済
機
能
⑥
退
職
者
の
拠
り
所
機

能
⑦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
想
定
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
機
能
を
地
協
の
少
数
の
専
従
役
職
員
の
み
で
担
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
組
合
員
や

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
組
合
員
、
退
職
者
を
は
じ
め
様
々
な
分
野
で
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

地
域
内
の
個
人
や
団
体
の
力
を
結
び
つ
け
、
問
題
の
解
決
を
図
る
「
場
」
と
し
て
地
協
を
運
営
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
協
の
専
従
者
は
、
地
域
の
様
々
な
人
た
ち
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

を
に
な
う
こ
と
と
し
、
労
働
福
祉
協
議
会
（
労
福
協
）、
労
金
、
全
労
済
を
は
じ
め
弁
護
士
、
自
治
体
議
員
、
行

政
、
市
民
運
動
な
ど
と
の
連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
地
域
の
「
拠
り
所
」
機
能
を
発
揮
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
地
協
は
、
何
か
し
た
い
、
困
っ
て
い
る
地
域
の
市
民
が
こ
こ
に
来
れ
ば
、
何
か
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か

る
と
い
う
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
で
き
る
「
場
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

２
０
０
６
年
７
月
か
ら
、
こ
う
し
た
要
件
を
備
え
、
機
能
を
果
た
す
た
め
「
モ
デ
ル
地
協
」
１
０
６
箇
所
が

第
一
段
階
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
　
　

４
．
今
日
段
階
の
「
モ
デ
ル
地
協
１
０
６
」
の
評
価
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モ
デ
ル
地
協
が
発
足
、
活
動
を
開
始
し
て
２
年
間
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
そ
れ
ぞ
れ
の
地
協
で
は
、
地
域
的

な
歴
史
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
１
０
６
地
協
は
１
０
６
と
お

り
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
モ
デ
ル
地
協
の
検
証
・
評
価
」お
よ
び「
今
後
の
進
め
方
」を
議
論
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た「
地
方
活
動
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
特
別
委
員
会
」
は
２
０
０
８
年
５
月
「
最
終
報
告
」
ま
と
め
た
。
そ
こ
で
の
２
年
間
の
検
証
・
評

価
内
容
の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
連
合
組
織
内
の
活
動
評
価

　

地
協
に
専
従
者
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
単
組
間
交
流
が
活
発
化
し
、
地
協
内
の
構
成
組
織
（
単
組
）

間
の
情
報
交
換
の
深
化
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
協
役
員
の
意
識
が
向
上
し
、
街
宣
行
動
、

中
小
支
援
行
動
な
ど
が
従
来
以
上
に
強
化
、
充
実
し
た
と
の
評
価
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
組
織
内
の
連
携
強
化
が

進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
選
挙
に
つ
い
て
積
極
的
な
活
動
の
展
開
が
図
ら
れ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
地
協
の
活
動
が
活
発
に
な
る
反
面
、
地
協
内
の
組
合
の
役
員
の
大
半
が
非
専
従
者
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
協
役
員
に
仕
事
が
集
中
し
、
従
来
以
上
の
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
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②
社
会
的
な
活
動
の
評
価
内
容

　

各
地
協
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
労
働
・
生
活
相
談
活
動
を
通
し
て
「
地
域
に
労
働
組
合
が
見
え
始
め
た
」
と

い
う
評
価
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
労
働
相
談
で
は
、
未
組
織
・
未
加
盟
組
合
の
労
働
者
か
ら
の
相
談
が
増

加
し
、
あ
る
地
域
で
は
組
合
Ｏ
Ｂ
が
交
替
で
相
談
に
の
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
相
談
で
は
医
療
・
福
祉
、
金

融
関
係
等
の
相
談
も
あ
る
。
多
重
債
務
な
ど
金
融
関
係
の
相
談
は
労
福
協
、
労
金
、
全
労
済
等
が
対
応
し
て
い

る
。

　

社
会
貢
献
活
動
も
展
開
さ
れ
、
地
域
内
組
合
員
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
、
環
境
関
係
の
市
民
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
労
福
協
主
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
し
、
行
政
か
ら
子
育
て
支
援
事
業
を

受
託
し
、
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
協
内
の
市
町
村
の
各
種
審
議
会
へ

も
参
加
す
る
な
ど
、
行
政
と
の
連
携
、
地
方
議
員
と
の
連
携
を
す
す
め
政
策
制
度
で
の
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　

５
．
今
後
の
課
題

　　

連
合
の
１
０
６
地
協
は
ス
タ
ー
ト
し
て
未
だ
２
年
足
ら
ず
で
あ
る
が
、
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
運
動

は
、
全
国
で
展
開
さ
れ
始
め
た
。
今
後
、
全
国
で
３
０
０
程
度
の
地
協
の
再
編
統
合
を
進
め
、
地
域
の
「
拠

り
所
」
と
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
、
い
く
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つ
か
の
課
題
も
浮
上
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
地
協
運
動
を
担
う
専
従
者
の
確
保
、
そ
し
て
中
長
期
的
な
人

材
育
成
で
あ
る
。
二
つ
に
は
、
具
体
的
な
地
域
で
の
活
動
展
開
に
向
け
た
各
地
で
の
構
成
組
織
と
の
連
携
、
地

協
間
の
情
報
交
換
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
あ
る
。
そ
し
て
三
つ
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
安
定
し
た
財

源
の
確
保
の
問
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
連
合
に
よ
る
社
会
的
な
労
働
運
動
の
展
開
の
観
点
か
ら
、
連
合
本
部
、
構
成
組
織
、
地

方
連
合
会
の
三
者
の
共
通
課
題
と
し
て
、
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w

w
.rochokyo.gr.jp/htm

l/2008bn.htm
l

◇
現
代
労
働
組
合
研
究
会
の
Ｈ
Ｐ
へ
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）

http://e-kyodo.sakura.ne.jp/roudou/111210roudou-index.htm

◇ Ctrl キーを押さえながら上のアドレスをクリック
　すると、サイトに行きます。


